
MOBILITY
DESIGN LAB

横のエレベーター

SERVICE & OPERATION CATALOG 02 ドライバー用

運転する人のためにROLE / ドライバーの役割

安全な一便を、

迷わずつなぐ。
呼び出しを受け、迎えに行き、降車を確認する。

アプリの案内と、目の前のお客さまの安全をつなぎます。

画面の操作は、必ず安全な場所に停車してから。

ドライバー画面の掲載例。青系の乗降アイコンと「運行確定」の順序を確認します。

運行前の準備

3つを選んで、ログイン。

運行エリア → ドライバー → 運行車両

運営者から案内されたドライバー用ページを、

PC・タブレットのブラウザで開きます。

車両と担当者の選択が正しいことを、出発前に確認します。

役割は、受付から降車までを確実につなぐこと。 通知だけで乗車・降車の確認を済ませないでください。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.3–9・18・22–24 ／ 安全上の注意は運用補足。
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https://drive.google.com/file/d/1Xfkuzca-zvqp7UsT5Wg1DMRkBAyxrd8V/view


MOBILITY
DESIGN LAB

横のエレベーター

SERVICE & OPERATION CATALOG 02 ドライバー用

運転する人のためにHOW TO / 基本の運行手順

呼び出しから降車まで、

この順番で。
ボタンを押すタイミングは、実際の運行に合わせます。

操作を先回りせず、「到着した」「降りた」を確認します。

01 呼び出しを引き受ける

「処理待ち」の停留所名をタップ。

引き受けた呼び出しは「運行確定」へ移ります。
「処理待ち」の例

02 表示の順序を確認する

「運行確定」を左から順に確認。

引き受けた呼び出しは、巡回順に自動で並び替えられます。
左から右へ

03 着いたら「到着通知」

乗車場所で安全に停車し、停留所ボタンをタップ。「到着通知」を押し

ます。

乗る方・人数・行き先を確認してご案内します。 到着した場所で操作

04 降りたことを見て「降車」

目的地で安全に停車。お客さまの降車を確認してから、目的地のボタ

ンを開き「降車」を押します。
確認後に「降車」

水色：乗車する場所 紺色：降車する場所

「通知済」は、到着を知らせた印です。

乗車したことの確認とは別です。アプリの表示と、実際の乗客の状態を必ず合わせてください。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.6–19・27–30 ／ 乗車時の確認は運用補足。
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https://drive.google.com/file/d/1Xfkuzca-zvqp7UsT5Wg1DMRkBAyxrd8V/view


MOBILITY
DESIGN LAB

横のエレベーター

SERVICE & OPERATION CATALOG 02 ドライバー用

運転する人のためにEXCEPTIONS / 満車・不在・通信不良

困ったときは、

状況で押し分ける。
満車と不在は、同じ理由ではありません。

操作の意味を知ってから、実際の状況に合うボタンを選びます。

乗車場所の操作画面。「通知」と「キャンセル」を押し分けます。

到着した 「到着通知」

到着を利用者に知らせます。利用者が見当たらないときは再通知できます。待機時間は運営者のルー

ルに従います。

満車など 「乗せられない」

満車などで対応できない場合に、引き受けをキャンセルします。利用者への案内と、その後の対応を

管理者と確認してください。

利用者が不在 「乗せる人がいない」

乗車場所に利用者がいない場合の操作です。呼び出しが削除されるため、場所の確認・到着通知・所

定の待機を行ってから判断します。

通信・表示に問題があるとき

勝手に完了扱いにしない。

安全に停車し、管理者へ連絡。

乗客の有無・場所・未完了の依頼を伝え、重複処理を防ぎ

ます。

利用者と会えないとき

停留所と車両を再確認。

到着場所が正しいか確認します。

走行中に連絡や画面操作をしないでください。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.12–15・29 ／ 待機・連絡方法は運営者が定める事項。
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https://drive.google.com/file/d/1Xfkuzca-zvqp7UsT5Wg1DMRkBAyxrd8V/view


MOBILITY
DESIGN LAB

横のエレベーター

SERVICE & OPERATION CATALOG 02 ドライバー用

運転する人のためにCHECK / 画面の見方と安全確認

始める前と、終わる前。

確認を習慣にする。
運行は、画面操作だけでは完結しません。

車両・乗客・記録・連絡を、ひと続きで確認します。

画面を読む

「受付」は全体。

「処理待ち」は優先の依頼。

「受付」には、呼び出しからの経過時間が表示されます。元マニュアルでは3

分で黄色、5分で赤色になります。

色の変化は確認の目安で、到着時間の保証ではありません。実際の設定は運営者に確認し

てください。
受付表示の例

出発前

□ 体調と必要な安全確認・車両点検

□ 車両・担当者・運行エリアの選択

□ 通信・電源・端末固定・位置表示

□ 乗降場所と管理者の連絡先

終了前

□ 車内に残っている方がいない

□ 未完了の依頼が残っていない

□ 忘れ物・異常・気づきを報告

□ 運営ルールに従いサインアウト

便利な設定も、停車中に。

設定画面では、音声案内、現在位置表示、地図の回転、管理者との通話などを扱います。提供状況・端末設定は運営

者に確認してください。

運行中の連絡先

管理者・電話

通信不良時の連絡方法

不在時の待機ルール

運営者が記入。事故・体調急変などは、安全確保を優先し、所定の緊急対応手順に従います。

本冊子はアプリ操作の補助資料です。運行管理・点検・酒気帯び確認・乗降介助などの安全教育を代替しません。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.25–31 ／ チェック項目は運用補足。
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